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さ
る
八
月
二
日
、
東
京
高
裁
に
お
い
て
係
争
中

で
あ
っ
た
「
鶴
見
駅
懲
戒
解
雇
・
配
転
差
別
事
件

（
平
成
一
六
年
「
行
コ
」
第
三
四
六
号
事
件
）」
の

和
解
が
成
立
し
た
。

本
件
、
鶴
見
駅
懲
戒
解
雇
・
配
転
差
別
事
件
は
、

昨
年
九
月
二
七
日
に
東
京
地
裁
が
発
し
た
組
合
側

勝
利
の
判
決
と
緊
急
命
令
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
地
裁
判
決
及
び
緊
急
命
令
を
不
服
と
し
て
東
京

高
裁
に
控
訴
し
て
い
た
事
件
。

本
年
一
月
一
八
日
に
開
か
れ
た
控
訴
審
第
一
回

口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
東
京
高
裁
は
新
た
な
主
張

が
な
い
と
の
判
断
か
ら
「
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
」

を
双
方
に
打
診
し
、
双
方
が
裁
判
所
の
「
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
を
」
を
受
け
入
れ
、
二
月
一
日
以

降
約
六
ヶ
月
間
に
及
ぶ
和
解
協
議
が
行
わ
れ
て
き

た
。東

京
高
裁
の
和
解
条
項
は
別
掲
の
通
り
だ
が
、

こ
の
間
の
和
解
協
議
を
通
じ
て
、

一
、
島
田
悦
夫
及
び
保
泉
良
二
に
つ
い
て
は
、
緊

急
命
令
に
よ
り
配
転
命
令
が
な
か
っ
た
も
の
と
し

て
取
り
扱
い
、
原
職
又
は
原
職
相
当
に
復
帰
さ
せ

る
こ
と
と
し
た
労
働
委
員
会
命
令
が
履
行
さ
れ
た

こ
と
。

二
、
内
藤
光
雄
に
つ
い
て
は
、
緊
急
命
令
に
よ
り
、

懲
戒
解
雇
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
、

原
職
に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
労
働
委
員
会
命

令
が
履
行
さ
れ
た
こ
と
。
労
働
委
員
会
命
令
で
支

払
い
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
未
払
い
賃
金
に
つ
い
て

は
、
命
令
で
示
さ
れ
た
額
の
八
五
％
と
す
る
こ
と

を
労
使
で
合
意
し
、
履
行
さ
せ
た
こ
と
。
こ
れ
に

よ
っ
て
資
格
喪
失
と
な
っ
て
い
た
厚
生
年
金
被
保

険
者
資
格
な
ど
社
会
保
険
資
格
の
全
て
を
回
復
・

継
続
さ
せ
た
こ
と
。
な
お
本
人
は
、
原
職
復
帰
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
本
年
七
月
三
一
日
付
で
Ｊ
Ｒ
東
日

本
を
退
職
し
、
八
月
一
日
付
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
斡

旋
を
し
た
関
連
会
社
に
再
就
職
を
し
た
こ
と
、
等

を
確
認
し
和
解
を
し
た
も
の
。

こ
の
和
解
に
よ
り
約
一
五
年
に
及
ぶ
長
期
の
労

使
紛
争
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
和
解
は
、
一
五
年
の
経
過
と
緊
急
命
令
に

よ
り
労
働
委
員
会
命
令
の
主
要
部
分
が
履
行
さ
れ

は
分
会
運
動
の
活
性
化
が
目
標
。

営
業
職
場
に
お
け
る
Ｍ
Ｖ
三
〇
の
導
入
な
ど
労
働

力
の
機
械
へ
の
置
換
え
や
、
運
転
職
場
に
お
け
る
業

務
委
託
と
高
齢
者
雇
用
問
題
、
工
務
・
電
気
職
場
に

お
け
る
出
向
職
場
の
問
題
、
貨
物
職
場
に
お
け
る
日

常
的
要
員
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
問
題
が
出
さ
れ
て
い

る
。
支
部
は
、
各
職
能
別
協
議
会
や
地
区
協
議
会
と

共
に
、
施
策
の
検
討
な
ど
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
仕
事
を
真
剣
に
考
え
、
そ

の
た
め
に
も
労
働
条
件
な
ど
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ

た
議
論
が
出
始
め
て
い
る
一
方
、
一
部
の
偏
向
人
事

に
対
し
て
、
職
場
を
大
切
に
す
る
か
ら
こ
そ
の
嫌
気

が
出
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

最
後
に
、
玉
之
内
委
員
長
は
「
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
い
る
問
題

を
分
会
全
体
の
も
の
と
し
、
他
労
組
へ
も
働
き
か
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
、
組
織
を
増
や
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を
し
て
い
る
。

（
国
労
上
野
支
部
教
宣
部
長
・
岡
田
直
之
）

一
、
控
訴
人
は
、
本
件
控
訴
を
取
り
下
げ
る
。

二
、
補
助
参
加
人
ら
は
、
控
訴
人
に
対
し
、
控
訴
人
が
既
に
履
行
し
た

も
の
を
除
き
、
中
労
委
平
成
六
年
（
不
再
）
第
四
二
号
、
同
第
四
　

三
号
に
係
る
救
済
命
令
の
履
行
を
求
め
な
い
。

三
、
訴
訟
費
用
及
び
和
解
費
用
は
、
第
一
、
二
審
を
通
じ
て
各
自
の
負
　

担
と
す
る
。

が
図
れ
た
こ
と
」「
強
制
配
転
か
ら
の
原
職
復
帰
を

実
現
し
た
こ
と
」
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。

改
め
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
「
鶴
見
駅
解
雇
・

配
転
差
別
事
件
」
の
闘
い
を
支
え
て
頂
い
た
組
合

員
の
み
な
さ
ん
の
支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
、
同
時
に
、
労
働
委
員
会
・
裁
判
闘
争

を
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
弁
護
団
の
先
生
方
に

心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

今
回
の
鶴
見
駅
懲
戒
解
雇
・
配
転
差
別
事
件
の

和
解
を
契
機
に
、
当
面
す
る
昇
進
差
別
事
件
を
は

じ
め
全
て
の
不
当
労
働
行
為
事
件
の
早
期
解
決
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
歪
ん
だ
労
務
政
策
を
転
換

さ
せ
正
常
な
労
使
関
係
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
引

き
続
き
取
り
組
み
を
強
め
て
行
く
決
意
で
あ
る
。

た
こ
と
、
当
事
者
・
組
合
・
弁
護
団
が
「
当
事
者

の
意
思
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
意
思
統
一
を
図
り
、

さ
ら
に
会
社
側
の
対
応
を
見
極
め
た
結
論
で
あ
る
。

こ
の
和
解
で
、「
本
人
希
望
に
沿
っ
た
雇
用
確
保

京
浜
東
北
線
・
山
手
線
・
埼
京
線
・
常
磐
線
・
東

北
線
・
高
崎
線
を
抱
え
、
四
五
分
会
七
六
〇
名
の
組

合
員
を
擁
す
る
上
野
支
部
は
、
駅
二
四
、
車
掌
一
、

運
転
七
、
電
気
五
、
工
務
七
、
貨
物
保
全
一
の
分
会

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

最
低
月
一
回
以
上
の
執
行
委
員
会
、
二
ヶ
月
に
一

回
の
分
会
長
会
議
、
年
三
〜
四
回
の
地
区
協
三
役
会

議
な
ど
の
機
関
会
議
を
開
催
し
、
支
部
の
意
思
統
一

を
図
っ
て
い
る
。

年
間
の
中
心
的
取
り
組
み
は
、
半
年
間
に
亘
る

春
闘
へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
一
月
の
支
部
提
起

に
始
ま
り
、
二
〜
三
月
で
分
会
に
お
け
る
要
求
集

約
と
実
践
。
四
月
は
取
り
組
み
の
報
告
を
支
部
に

集
約
し
、
五
月
に
は
取
り
組
み
の
交
流
を
行
い
、

最
終
的
に
六
月
に
開
催
す
る
分
会
長
会
議
で
集
約

す
る
。
そ
の
間
、
三
月
に
春
闘
決
起
集
会
や
熟
年

者
集
会
な
ど
も
開
催
す
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

屋
外
で
行
わ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
総
決
起
集
会
か

ら
の
転
換
を
は
か
り
、
職
場
・
分
会
か
ら
の
春
闘

再
構
築
と
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
参
加
す
る
取
り

組
み
を
支
部
運
動
の
基
本
に
据
え
、
こ
れ
を
全
て

の
運
動
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
会
が

物
事
を
解
決
す
る
力
を
つ
け
、
そ
こ
と
機
関
が
結

び
つ
く
運
動
創
り
を
め
ざ
し
た
も
の
。
一
般
的
に

執
行
部
の
皆
さ
ん

テ
ニ
ス
交
流
会
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石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
肺
が
ん
・
中
皮
腫

の
労
災
認
定
件
数
は
、
平
成
一
一
年
度
か
ら
一
六
年

度
の
間
で
合
計
五
三
四
件
、
そ
の
内
四
〇
四
名
の
死

亡
（
厚
労
省
七
・
二
九
発
表
、
一
〇
年
度
以
前
は
追

加
調
査
後
発
表
と
し
て
い
る
）
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
が
原
因
の
中
皮
腫
は
平
均

二
〇
〜
四
〇
年
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
「
静
か
な
時
限

爆
弾
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
中
皮
腫
に
よ
る

死
亡
者
は
政
府
が
統
計
を
取
り
始
め
た
九
五
年
以
降

九
年
間
で
六，

〇
六
〇
人
（
厚
労
省
人
口
動
態
保
健

統
計
課
調
査
）
に
達
し
、
一
方
で
は
今
後
四
〇
年
間

で
一
〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
も
国
鉄
時
代
か
ら
の
被
曝
で
七
名

（
七
月
二
七
日
現
在
、
内
東
日
本
＝
長
野
総
合
車
両

東
京
地
本
は
八
月
一
〇
日
の
第
一
三
回
執
行
委

員
会
で
「
石
綿
対
策
会
議
」
を
設
置
し
、
当
面
は

建
築
物
・
車
両
の
実
態
調
査
や
健
康
実
態
調
査
の

実
施
、
各
支
部
戦
術
委
員
長
・
福
対
部
長
会
議
を

招
集
し
、
取
り
組
み
の
徹
底
を
図
り
、
さ
ら
に

「
相
談
窓
口
」
の
開
設
、
学
習
会
開
催
な
ど
の
教
宣

活
動
を
柱
に
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
健

康
被
害
や
不
安
の
解
消
を
め
ざ
す
取
り
組
み
の
強

化
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
会
社
が
実
施
し
て
い
る
「
石
綿
に
関
す
る

臨
時
の
特
殊
健
康
診
断
」
を
全
組
合
員
が
受
診
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
み
の
徹
底
を
確
認
し
て
い
る
。

所
一
、
大
船
工
場
二
、
品
川
電
車
区
一
）
が
労
災
認

定
さ
れ
、
す
で
に
六
名
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
八
月
一
一
日
に
は
横
浜
の
新
鶴
見
操
車
場
駅
で
、

入
れ
替
え
業
務
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
マ
フ
ラ
ー
や
ブ

レ
ー
キ
パ
ッ
ト
の
粉
塵
を
吸
い
込
ん
だ
と
し
て
、
新

た
な
業
災
認
定
の
申
請
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
は
耐
火
・
耐
熱
性
に
優
れ

る
安
価
な
材
料
と
し
て
建
材
や
車
両
部
品
に
使
わ
れ

て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
八
〇
〜
九
〇
年
代

に
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
使
用
禁
止
が
拡
が
っ
て

い
る
。
日
本
で
は
九
五
年
に
毒
性
の
強
い
青
石
綿
と

茶
石
綿
の
製
造
・
輸
入
の
禁
止
を
し
て
い
る
が
製
品

の
回
収
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
白
石
綿
は
〇
四
年
に
な

っ
て
建
材
な
ど
の
製
造
禁
止
と
な
っ
た
が
、
全
面
使

用
禁
止
と
な
っ
て
い
な
い
。

す
で
に
報
道
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
で
は
大
宮
駅
を
は
じ
め
二
二
箇
所
の
駅
の
ホ
ー
ム

の
柱
や
天
井
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
一
三
三

両
の
車
両
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

被
爆
六
〇
周
年
学
習
交
流
会
が
長
崎
県
・
浦
上

駅
近
く
の
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
ー
長
崎
で
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
代
表
、
青
年
部
・
青
年
対
策
委

員
と
長
崎
の
仲
間
な
ど
約
一
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。

本
部
芝
崎
執
行
委
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
本
部

酒
田
委
員
長
・
門
司
地
本
飯
田
委
員
長
の
挨
拶
後
、

被
爆
者
で
あ
る
元
長
崎
客
車
区
勤
務
の
坂
本
さ
ん

か
ら
体
験
談
が
話
さ
れ
た
。「
当
時
は
診
療
所
勤
務

で
薬
を
と
り
に
行
っ
た
そ
の
瞬
間
に
ピ
カ
ッ
と
な

っ
た
。
外
に
出
る
と
全
身
皮
膚
が
な
い
人
や
、
目

が
ボ
ロ
っ
て
飛
び
出
て
い
る
人
も
い
て
無
残
な
姿

だ
っ
た
。
と
に
か
く
水
を
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
・
・
。
こ
の
世
に
絶

対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
」
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
長
崎
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
矢
島
さ
ん
は

「
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
欺
い
て
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の

奇
襲
攻
撃
を
行
っ
た
。
そ
の
仕
返
し
で
米
軍
は
沖

縄
本
土
上
陸
を
開
始

し
沖
縄
住
民
を
一
万

三
千
人
殺
し
（
な
ん

と
日
本
軍
は
危
機
を

感
じ
沖
縄
住
民
一
〇

万
人
を
殺
し
た
）、
焼

夷
弾
に
よ
る
東
京
大

空
襲
を
行
い
、
広

島
・
長
崎
に
原
子
爆

弾
を
落
と
し
た
。
い

ま
小
泉
政
権
は
自
衛

隊
派
遣
延
長
や
郵
政

民
営
化
な
ど
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。

大
変
危
険
。
歴
史
的

事
実
か
ら
学
び
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
が
大
事
だ
」

な
ど
報
告
さ
れ
た
。

更
に
、
広
島
の
原

爆
ド
ー
ム
を
描
き
続

け
て
い
る
原
さ
ん
は

「
中
学
生
だ
っ
た
私

は
、
軍
に
死
ん
だ
人

を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
む
手
伝
い
を
し
た
が
手
を
持
つ

と
ズ
ル
ッ
と
皮
が
む
け
た
。
口
に
し
た
こ
と
も
な

い
炊
き
出
し
の
白
い
米
が
、
人
を
焼
く
臭
い
と
シ

ョ
ッ
ク
で
食
べ
ら
れ
な
い
。」
な
ど
、
軍
が
し
た
こ

と
や
事
実
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
軍
が
行
っ
た
過
ち
を
許
さ
ず
、
米
軍
は

「
早
く
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
原
爆
を
投
下
」

し
た
の
で
は
な
く
、
莫
大
な
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で

開
発
し
た
新
型
爆
弾
の
実
験
を
行
っ
た
と
言
う
事

実
を
絶
対
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
国
の
責
任
と
併
せ

て
追
及
し
、
世
代
を
超
え
て
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

て
運
動
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ

た
。六

〇
周
年
と
い
う
節
目
の
九
日
、
浦
上
駅
西
側

に
建
立
さ
れ
た
慰
霊
塔
の
前
で
、
犠
牲
と
な
り
亡

く
な
っ
た
先
輩
た
ち
の
御
霊
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

本
部
委
員
長
は
「
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
組
織
全
体
で
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
」

と
決
意
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
支
社
長
の
一
人
か
ら
は

「
自
分
た
ち
も
被
爆
し
な
が
ら
自
ら
を
犠
牲
に
し
て

救
援
列
車
を
走
ら
せ
多
く
の
人
命
を
救
っ
て
き
た

と
い
う
国
鉄
労
働
者
と
し
て
の
誇
り
を
引
き
継
ぎ
、

人
の
命
を
第
一
と
し
て
安
全
な
鉄
道
を
発
展
さ
せ

て
い
く
・
・
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
遺
族
を
初
め
式
典
参
加
者
全
員
が
慰

霊
塔
に
献
花
し
、
三
度
こ
の
惨
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
全
員
で
誓
い
あ
っ
た
。
併
せ
て
爆
心
地
周

辺
で
は
慰
霊
平
和
式
典
や
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
、

そ
の
他
中
小
の
集
会
が
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
、

町
全
体
が
こ
う
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

私
た
ち
も
デ
モ
行
進
に
加
わ
り
、
核
兵
器
廃
絶

そ
し
て
こ
の
惨
劇
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
決
意
を
か
た
め
て
き
た
。

（
青
年
対
策
委
員
会
・
吉
田
茂
）


